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研究成果の概要（和文）：成人初期の婚約者ならびに配偶者のいる者を対象にインターネット調査ならびにイン
タビュー調査を行い，結婚生活の形成期におけるコミットメントの推移とその関連要因について検討した。
 分析の結果，婚約期と新婚期でのコミットメントにおいて性差が確認されるとともに，新婚期のコミットメン
トが婚約期での状態によってある程度予測できること，さらにはコミットメントの性質によって心理的適応が異
なる影響を受けていることなどが示された。本研究の知見は，将来結婚を計画している恋愛カップルや挙児希望
により不妊治療に取り組む夫婦への心理臨床的支援において，男女双方のコミットメントを考慮する必要性を示
唆するものであった。

研究成果の概要（英文）：This study examined changes in marital commitment during the formative 
period of married life. The results indicated gender differences and differences in commitment 
between the period of engagement and newly-married life. Moreover, commitment in the newly-married 
period was predicted to some extent by commitment in the engagement period. Furthermore, it was 
indicated that psychological adaptation was affected by the quality of commitment. These findings 
suggest the necessity to consider gender differences in the quality of commitment when providing 
clinical or psychological support for couples planning to wed in the future and for marital couples 
that are receiving fertility treatment for bearing children.
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１．研究開始当初の背景 
我が国の平均初婚年齢は男女ともに年々
上昇しており，2010年では男性が 30.5歳，
女性が 28.8歳となっている（国立社会保障・
人口問題研究所，2011）。また，各年齢層で
の未婚者の割合も高まっており， 2005年の
国勢調査（総務省統計局）によると，男性で
は 30代前半（30～34歳）の 47.1％，同後半
（35～39 歳）の 30.0％，女性では同前半の
32.0％，同後半の 18.4％にまで増加しており，
未婚化も進展しているといえる。しかしなが
ら，その反面，依然として結婚する意思をも
つ者が多数（男性：86.3％，女性：89.4％）
を占めており（国立社会保障・人口問題研究
所，2011），結婚したいと考える独身者が多
いにもかかわらず，晩婚化や未婚化が進展す
る背景が注目されている。 
 その一方で，離婚状況（厚生労働省，2010）
をみると 2009年では 253,353件となってい
る。離婚した夫婦の結婚年数に着目したデー
タによると，いわゆる熟年離婚が増えている
ものの，結婚生活の形成期ともいえる同居期
間が「5 年未満」の夫婦が今なお最も多くを
占め，この 30年間では全体の 30～40％を推
移している。こうした現状から，結婚を機に
獲得される「配偶者役割への適応」とそれを
規定する要因の解明が必要とされている。し
かしながら，結婚前後あるいは新婚期のパー
トナーとの関係性をめぐる問題については
実証的知見が乏しく，我が国の研究者が論文
に引用する情報の多くが欧米の研究結果に
依存する形となっている。 
 研究の一つの流れとして，コミットメント
に着目した取り組みがみられる。コミットメ
ントは，恋愛や夫婦といった親密な他者との
関係性の質として，とくに持続性や適応性の
面からコミットメントの概念の有効性が示
されており，実証研究において重要な役割を
果たしてきた。しかしながら，その連結点と
もいえる婚約期や，子どものいない若年夫婦
に関する知見は乏しく，その必要性が指摘さ
れてきた。そこで，本研究では，結婚を間近
に控えた，あるいは結婚後間もない成人初期
の人々を対象に，彼らのコミットメントをめ
ぐる問題に着目することとした。 
結婚生活に対するコミットメントは，結婚
生活を継続させる中枢的機能であること
（Bradbury，1995）や，夫妻間の望ましい
コミュニケーションや，幸福感の高さ，困難
時での建設的な対応と関連していること
（Stanley，2005），関係の持続や改善を左右
する鍵を握っていること（Johnson，1999)
などが指摘されている。 
近年ではコミットメントを多次元的にと
らえる動きが顕著である。例えば，宇都宮
（2005）では，配偶者との関係性を問題とす
る「人格的コミットメント」，結婚生活の継
続に伴い付随して生じる利益にかかわる「機
能的コミットメント」，消極的な継続を意味
する「非自発的コミットメント」という 3つ

のコミットメントの性質を見出している。結
婚生活の継続は自発性なコミットメントを
基盤としていながらも，その対象が必ずしも
配偶者（との関係性）に向いているとは限ら
ず，有配偶者であることの社会的有利性や
「永続性の観念」から結婚生活の継続を望む
場合もあると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，主として婚約段階ならび
に結婚年数の浅い成人初期の人々を対象に，
結婚生活の継続の質を左右する中核的要因
とされるコミットメントの変容過程と精神
的健康との関連などについて，実証的に検討
することであった。インターネット調査によ
る縦断研究を中心としつつ，補完的にインタ
ビュー調査による質的研究も行った。 
 
３．研究の方法 
（1）文献資料ならびに予備調査を通して，
婚約期のカップルおよび夫婦に適用可能な
尺度の項目について検討を行った。 
（2）インターネット調査によって，①尺度
の構成と信頼性，妥当性の検証を行うととも
に，②3 度の調査による年次推移の分析を行
った。さらに③コミットメントと精神的健康
との関連についても検討した。 
（3）インタビュー調査を通して，コミット
メントの形成とその展開に関連する要因間
のメカニズムについて検討を行った。 
本研究の対象者は，基本的に調査の実施
（開始）時点で，自己および婚約者がともに
20代もしくは 30代に位置し，結婚歴がなく，
入籍（ないしは挙式）を 1年以内に控えてい
る男女，ないしは同じ年代で結婚後 5年以内
に位置する新婚期の有配偶者（すべて初婚）
であった。 
 
４．研究成果 
本研究の主な成果としては，まず婚約期な
らびに結婚生活でのコミットメントを測定
するための尺度として， Inventory of 
Premarital Commitment（IPC）と Inventory 
of Marital Commitment（IMC）が作成され
た点が挙げられる。前者については，巻末資
料を参照されたい。 
すなわち，「関係的コミットメント」，「合
理的コミットメント」，「拘束的コミットメン
ト」，そして「コミットメントの無自覚・欠
如」の度合いを測定するものである。「関係
的コミットメント」，「合理的コミットメン
ト」，「拘束的コミットメント」はコミットメ
ントの方向性の 3つの柱であるが，これらは
夫婦を対象とした Adams & Jones（1997），
Johnson et al.（1999），伊藤・相良（2015）
と概ね符合する構造であった。また，コミッ
トメントの方向性をとらえる「関係的コミッ
トメント」は【人格的非代替性】と【情緒的
充足】，「合理的コミットメント」は【価値・
信念】と【実利・生活】，「拘束的コミットメ



ント」は【社会的支障】と【別離困難】とそ
れぞれ 2つの下位尺度によって構成されるこ
とも示された。本研究での知見は，開発され
た尺度の信頼性および妥当性を示すもので
あった。 
また，3期にわたり収集されたデータから，
コミットメントにおける婚約期と新婚期と
の間，ならびに男女間での差異が確認される
とともに，新婚期のコミットメントが婚約期
でのその状態によってある程度予測できる
こと，さらにはコミットメントの性質によっ
て各時点での心理的適応が影響を受けてい
ることなどが示された。 
一方のインタビュー調査では，対象者の語
りが時系列に沿って，第Ⅰ期の「出会い」か
ら「婚約まで」，第Ⅱ期の「婚約」から「結
婚」まで，第Ⅲ期の「結婚」から「現在」ま
で，そして「これからの人生」ごとに整理さ
れ，エピソードとそれに対する意味づけや，
コミットメント形成の道筋が記述された。本
分析を通して，当事者間の共通性と差異性を
ふまえながら，若年成人における新婚期の関
係性発達とその関連要因について考察され
た。 
 本研究を通して，婚約期から新婚期にかけ
てのコミットメントの展開過程や心理的適
応との関連に関する新たな知見が得られた
ことから，一定の学術的な意義が認められた
と考えられる。また，本研究の知見は，将来
結婚を計画している恋愛カップルや挙児希
望により不妊治療に取り組む夫婦への心理
臨床的支援のための基礎資料として，社会的
にも有用であると考えられた。 
コミットメント研究は欧米において比較
的多く取り組まれているものの，コミットメ
ントが生涯にわたり変容する道筋，いわば
「可変性」に着目した実証研究は十分に行わ
れていない。しかし，コミットメントが関係
対象とのコミュニケーションによって生成
され（Sahlstein , & Baxter，2001 ），また
その各次元の相対的な優位性が状況によっ
て異なること（Adams, & Spain, 1999）をふ
まえるならば，コミットメントは生涯を通し
て変容し続けるダイナミックな性質である
といえる。 
今後は，婚約期からさらに遡った時期から
の研究や新婚期以降の追跡研究が期待され
る。さらに，成人期におけるパートナーシッ
プの多様化をふまえ，婚姻制度にもとづかな
い関係性でのコミットメントの様相や適応
性との比較も視野に入れた研究の展開が必
要であると考えられる。 
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